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■断面構成

　この大型コンクリートブロックの向きと間隔をさまざまに変化させて積むことで、 ある所は風も視線

も抜けるが、 プライバシーの必要なところは閉鎖的な積み方とする。 さらに、 このブロック以外の

所に屋根をかけそこを屋内空間としている。 逆にブロックの上部には屋根を架けない。 従って、

組積されたブロックには光が差し込むことになり、 その反射光が室内へ導かれる。

　さらにこのブロックは様々な種類の蔓植物を絡ませる予定で、 将来的には緑と花の丘へと成長し

ていくだろう。

0.0

1.0

2.0

串差筋 D-22 L=2,650 

串差筋 D-19 L=1,650 

ズレ止め防止筋 D-19 L=350 

上下差込後モルタル充填を示す。

屋根

桁：鉄骨

外壁：ガラス

構造体：

大型コンクリートブロック

梁：鉄骨

アクソメ図

■廃コンクリートブロック

　敷地のすぐ近くにコンクリート工場があり、 そこで、 廃コンクリートのみを利用した 1m×1m×0.5m

のとても安価で、 通常は法面の擁壁や養殖牡蠣イカダのアンカー等に利用されているＲＣブロックが

あることを知り、 このブロックを組積してローコストな構造体を作ることを提案した。

■起重機船による海からの資材搬入

　敷地前面道路の幅員が狭いことから、 陸上での輸送だと、 鉄骨や屋根材を小さいピースに分割し

て何度も輸送する必要があったが、 クライアントの友人の会社が所有している起重機船が、 偶然敷

地の前を通過するということを聞きつけ、 満潮時をねらうことで、 部材をまったく分割せずに 1 回で敷

地へ搬入することができた。

< 擁壁としての施工例 >

１０段以上配筋無しで積まれる例もある

<アンカーとしての施工例 >

江田島の名産の牡蠣の養殖イカダのアン

カーにも使用される

■大型コンクリートブロック組積構造システム

　廃コンクリートのみを利用した 1m×1m×0.5m のコンクリートブロックには、 はじ

めから側面に溝があり、 それが一直線に通るように積むことでそこに鉄筋を簡単

に通すことが出来るので、 耐震性のある構造体を簡易に実現できる。

配置図　S=1/2000

大型コンクリートブロックは江田島全土で生産され、様々な用途・場所で使用されている。

計画地

■大型コンクリートブロック使用例

潜水士のためのグラス・ハウス

第１２回環境・設備デザイン賞
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■設計コンセプト

　敷地は瀬戸内海に浮かぶ江田島の西側に位置し、 目の前には穏やか

な海がパノラマで広がる自然豊かで長閑な地域にある。

この建物は、 １ｍ×１ｍ×０． ５ｍ重さ約１ｔの大型廃コンクリートブロック

を、 ただ積み木のように組積することで、 防波堤や消波ブロックのような

大きなコンクリートの起伏となり、 それがそのまま構造体になるというとて

もシンプルなシステムから構成される。 この廃コンクリートブロックは、 江

田島にあるコンクリート工場であればどこでも作られており、 テトラポット

等を製作する際に余ったコンクリートのみを再利用して作られている。 と

ても安価な製品で、 通常は法面の擁壁や養殖牡蠣イカダのアンカー等に

多く利用されている。 このブロックは、 コンクリートの発注があると必ず余

りが生じてしまうので、 それを廃棄せずに廃コンクリートブロックとして再

生している。 このような過程で作られるため、 コンクリート工場の稼働状

況に応じてこのブロックは生産され、 また工事も進むことになる。 この建

物の工事では、 工程表を作成しそれにあわせて工事を進めることは出来

ない。 廃コンクリートブロックがある程度生産されるのを待って工事を進め

るという、 現代の建築工事では考えられない “スロー建築” であった。

　このブロックには、 重機で吊り上げることを想定し側面に溝が切られて

いた。 この溝が縦に一直線に通るように積むことで、 そこに鉄筋を挿入し

耐震性を簡単に得ることができた。 この積み方を基準に、 ブロックの向き

と間隔をさまざまに変化させて積むことで、 ある所は風も視界も抜けるが、

プライバシーの必要なところは閉鎖的な積み方とした。

　建物の構成としては、 このブロックの構造体以外の所に屋根をかけ透

明ガラスで囲むことでそこを屋内空間としている。 逆にブロックの上部に

は屋根を架けていない。 従って、 組積されたブロックには光が差し込むこ

とになり、 その反射光が室内に導かれる。 さらにこのブロックには様々な

種類の花を咲かせる蔓植物を絡ませる予定で、 将来的にこの消波堤のよ

うな構造体は花と緑の丘へと成長していくことだろう。

　この組積された廃コンクリートブロックの量塊は、 建築物の構造体として

はあまりにもスケールが大きく、 その佇まいも通常のそれとはかけ離れて

いる。 さらに風、 光、 緑を室内に導く役割も果たすランドスケープのよう

な存在でもあるため、 これまでの建築という形式に束縛されない自由な空

間がそこには広がることだろう。

　我々は、 廃コンクリートブロックを単なる廃棄物としてではなく、 江田島

という環境と人間の営みの中でうまれた第二の鉱物 （自然） として解釈し

ている。 そのことが、 テトラポット等を 1 世紀近くにわたり生産してきた江

田島の歴史、 場の記憶、 それぞれに対する敬意と理解の姿勢である。

今回のこの建築活動は、 完全な人工物でも自然でもないその中間に位置

する第二の鉱物 （自然） の発掘であり、 それと人間との新たな関係性か

ら生まれる建築の提案である。

■建物概要

用   　途  ： 住宅 （保養所）

建築面積 ： １０４.４６㎡

延床面積 ： 　９７.２６㎡

規   　模  ： 鉄骨造　平屋建て

起重機船にて鉄骨搬入

ダイニングキッチン 鳥瞰

鳥瞰
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